
ICT利活用による次世代型水産業の実現（愛媛県愛南町） 

　漁業において、欠かすことのできない水域情報や赤潮情報などの環境情報をいつでも、どこからでも確認できるシ
ステム「水域情報可視化システム、養殖魚の魚病による被害軽減を図るための魚版電子カルテシステム「魚健康カ
ルテシステム」、漁業後継者育成などの人材育成や愛南町の推進している“ぎょしょく”教育の情報発信のための
ホームページ「水産業振興ネットワークシステム」の３つのシステムからなる「愛南町次世代型水産業ネットワークシ
ステム」を構築し、町、漁業協同組合、大学、漁業者が連携して運用している。
これにより、ICT利活用が遅れている水産分野で、ICTを有効に活用し愛南町の基幹産業である水産業の振興を図っ

ている。

 愛南町の水産業も全国のそれと同様、長引く不
況などにより非常に厳しい漁業経営を余儀なくさ
れている。
そこで、ICTを活用し、同業者間や漁業協同組

合、行政、大学とのコミュニケーションを活発化し
て、必要な情報を共有し、業務の改善を図る必
要がある。

 具体的な内容としましては、養殖漁業において、
魚病、赤潮等による被害が深刻となっています。
全国で魚病被害だけで、年間約90億円の被害が

あると言われており、愛南町でも、毎年、数億円
の漁業被害が発生している。このような被害に対
して対策を取るためには、環境情報の共有や
データの蓄積、解析が必要となる。システムを導
入し、情報の共有化が図れ、データの管理一元
化や解析が容易に行えるようなった。

 また、愛南町では、町独自の“ぎょしょく”教育を、
東京都と連携するなど積極的に推進している。し
かし、愛南町が消費地から遠隔地にあるため、
活動が限定されていた。システム導入により、多
くの方に情報提供が行えるようになった。

取組のイメージ図

 漁業者、漁業協同組合、大学、町の事業関係機関が、うまく連
係しながら事業の実施が出来ている。
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